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８月豪雨の被害、 当町にも…
町道の土砂崩れ、複数箇所

　

昨
今
、「
異
常
気
象
」「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

「
観
測
史
上
最
大
の
」
な
ど
の
フ
レ
ー
ズ

を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
の
は
気
の
せ

い
か
？

　

８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
発
生
し

た
豪
雨
に
よ
り
、
戸
沢
村
な
ど
最
上
地
方

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
当
町
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

　

町
道
は
、
次
年
子
地
区
の
小
平
線
と
葉
山

線
、
川
前
地
区
の
次
年
子
南
路
線
の
、
３
路

線
で
土
砂
崩
れ
。
駒
籠
地
区
の
駒
籠
下
北
原

線
で
は
道
路
脇
の
法
面
が
崩
壊
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
刈
り
入
れ
を
前
に
し
た
田
ん
ぼ

の
畔
が
複
数
箇
所
崩
れ
た
り
、
野
尻
川
の
水

位
は
堤
防
を
越
す
寸
前
ま
で
上
昇
し
た
。
ま

た
、
次
年
子
地
区
で
は
、
住
宅
裏
の
私
有
地

が
崩
れ
、
指
定
施
設
に
避
難
し
た
家
族
も
。

　

負
傷
者
な
ど
の
人
的
被
害
報
告
が
無
い
の

が
幸
い
だ
が
、
こ
の
あ
と
平
穏
な
ま
ま
で
冬

を
迎
え
た
い
も
の
だ
。

町道駒籠下北原線（上・右とも）

災害現場視察の様子

野尻川の増水

町道小平線
町道葉山線
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昨
年
度
、
町
民
の
皆
様
の
要
望
な
ど
を
ま
と
め
町
長
に
提
出
し
た
14
項
目
の
政
策
提
言
、
こ
の
一
年
で
を
ど
れ
だ
け
実
行
し
て
い
る
の
か
を
議
会
で
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

�

（
各
項
目
の
文
章
は
要
約
し
て
い
ま
す
。）

【
総
合
政
策
】

政　
策　
内　
容

評　
価

理　
　
　
由

１
．
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
の
充
実
に
よ
り
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

×
具
現
策
の
成
果
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

２
．
消
防
分
署
の
早
期
建
設
と
自
然
災
害
等
の
危
機
管
理
機
能
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

○
予
定
通
り
の
進
捗
見
込
み
で
あ
り
、
消
防
団
の
機
能
拡
充
も
み
ら
れ
る
。

３
．
流
雪
溝
の
全
町
整
備
と
間
口
除
雪
な
ど
充
実
し
た
除
雪
体
制
を
図
る
こ
と
。

△
間
口
除
雪
等
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
連
携
で
成
果
が
み
ら
れ
る
。

４
．
新
た
な
定
住
対
策
を
促
す
住
宅
整
備
と
駅
前
優
良
地
と
空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。

×
若
者
向
け
の
集
合
住
宅
の
話
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。

５
．
危
険
空
き
家
の
発
生
を
抑
止
し
、
管
理
条
例
に
基
づ
き
排
除
に
努
め
る
こ
と
。

×
地
区
ま
か
せ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

【
教
育
関
係
】

６
．
小
学
校
３
校
に
し
て
も
な
お
、
児
童
数
は
減
少
し
て
い
る
。
早
急
に
統
合
小
学
校
設
置
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
。

×
平
成
23
年
度
建
議
で
は
、
平
成
33
年
度
統
合
と
あ
る
。

政
策
提
言
書
の
検
証

○
評
価
す
る

△
ま
あ
ま
あ
評
価
す
る

×
評
価
で
き
な
い

【
情
報
通
信
関
係
】

７
．
防
災
放
送
設
備
の
性
能
向
上
と
有
効
活
用
。
ま
た
、
早
急
に
難
聴
地
区
の
解
消
を
図
る
こ
と
。

△
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力
に
使
用
す
る
な
ど
、
有
効
活
用
も
み
ら
れ
る
。

８
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
議
会
の
中
継
や
情
報
公
開
を
図
る
こ
と
。

×
予
算
不
足
を
理
由
に
、
積
極
性
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

【
福
祉
関
係
】

９
．
福
祉
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
。

△
乗
り
や
す
さ
が
利
用
拡
大
に
つ
な
が
る
。

【
産
業
振
興
関
係
】

10
ー
１
．
米
価
対
策
と
耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
図
る
こ
と
。

△
農
業
委
員
や
推
進
委
員
と
の
連
携
で
改
善
が
見
ら
れ
る
。

10
ー
２
．
年
々
増
え
る
有
害
鳥
獣
に
対
し
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

△
狩
猟
免
許
取
得
者
の
拡
充
を
図
れ
。

11
．
食
文
化
と
観
光
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

○
交
流
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。

12
．
６
次
産
業
化
へ
の
行
政
指
導
と
支
援
を
図
る
こ
と
。

×
行
政
支
援
策
が
見
え
な
い
。

13
．
太
陽
光
発
電
の
事
業
計
画
や
そ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
周
知
す
る
こ
と
。

△
町
民
へ
の
周
知
が
不
足
し
て
い
る
。

【
道
路
関
係
】

14
．
次
年
子
地
区
の
一
部
に
お
け
る
冬
期
間
ご
み
収
集
車
の
通
行
不
能
区
間
の
解
消
を
図
る
こ
と
。

△
危
険
性
の
あ
る
道
路
を
早
急
に
直
し
て
ほ
し
い
。

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
新
た
な
項
目
を
追
加
し
た
政
策
提
言
書
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
１
年
後
に
再
度
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
政
策
提
言
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）
⇒



入ってきたお金
60億9922万円

使ったお金
59億2750万円
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区　　分 決 算 額 収 納 率
町 民 税 2億6658万円 97.6%

固 定 資 産 税 3億0389万円 95.3%

軽 自 動 車 税 2478万円 99.1%

た ば こ 税 1576万円 100.0%

鉱 山 税 35万円 100.0%

入 湯 税 1224万円 100.0%

都 市 計 画 税 1853万円 93.9%

合 　 計 6億4213万円 ⬇96.6%

収 納 率

H28 ⬆96.9%

H27 ⬆96.4%

H26 ⬆95.9%

H25 ⬆93.2%

【自主財源】
　�　町税や繰越金な

ど、町が独自に調
達した財源。

【依存財源】
　�　地方交付税や国

庫 支 出 金 な ど、
国・県から定めら
れた金額が交付さ
れる財源。

平成29年度決算

一般会計歳入歳出決算

全員
賛成で
認定
全員
賛成で
認定

町税の決算額と収納率基金（貯金）残高の推移 町債（借金）残高の推移
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定例会
９／４〜９／13

第
３
回

町　債
 11億3650万円

（18.6％）

その他
 2435万円（0.4％）

地方譲与税
 4246万円（0.7％）

県支出金
 3億2311万円

（5.3％）

町　税
 6億4213万円

（10.5％） 繰越金
 2億6189万円（4.3％）

繰入金
 4億6493万円（7.6％）

分担金及び負担金
 6183万円（1.0％）

諸収入
 3736万円（0.7％）

その他
 2億8097万円（4.6％）

地方交付税
 22億297万円（36.1％）

自主財源
28.7％

依存財源
71.3％国庫支出金

 5億339万円（8.3％）

地方消費税交付金
 1億1733万円（1.9％）

議会運営に
 7444万円（1.3％）

行政運営に
 21億4760万円

（36.2％）

その他
 5090万円
（0.9％）

借金の返済に
 6億1459万円

（10.4％）学校・スポーツなどに
 3億5426万円（6.0％）

消防・水防に
 2億1486万円（3.6％）

道路整備・除雪に
 6億7196万円（11.3％）

商工業・観光の振興に
 4762万円（0.8％）

社会福祉に
 11億7310万円

（19.8％）

農林水産業の振興に
 3億1205万円（5.3％）

ゴミ処理・検診に
 2億6612万円（4.4％）

区　　　　　分
歳　　入 歳　　出

決　算　額 前年度比較 増　減 決　算　額 前年度比較 増　減

一 　 般 　 会 　 計 60億9922万円 ▲1億3199万円 ▲2.1% 59億2750万円 ▲4183万円 ▲0.7%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 10億9372万円 178万円 0.2% 9億9091万円 ▲5621万円 ▲5.4%

次 年 子 簡 易 水 道 509万円 ▲708万円 ▲58.2% 510万円 ▲709万円 ▲58.2%

学 校 給 食 事 業 8652万円 ▲46万円 ▲0.5% 8652万円 ▲46万円 ▲0.5％

農 業 集 落 排 水 事 業 9497万円 ▲190万円 ▲2.0％ 9497万円 ▲191万円 ▲2.0％

介 護 保 険 9億5201万円 3644万円 4.0% 9億2507万円 4484万円 5.1%

後 期 高 齢 者 医 療 8581万円 105万円 1.2% 8520万円 53万円 0.6%

合計（一般会計＋特別会計） 84億1734万円 ▲1億0218万円 81億1527万円 ▲6213万円

平成29年度一般会計・特別会計決算

単位：億円 単位：億円

町民１人あたりに
� 82万円を支出

町
税
収
納
率

�

６
年
ぶ
り
に
ダ
ウ
ン
！
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報

償

費

�

岡
﨑　
英
和 

委
員

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

激
励
金
が
毎
年
伸

び
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
が

減
少
す
る
中
で
、
東
北
大
会

や
全
国
大
会
等
の
上
位
大
会

へ
駒
を
進
め
る
ア
ス
リ
ー
ト

が
増
え
て
い
る
証
拠
。
ど
う

考
え
る
。

教
育
長　
全
国
や
国
際
大
会

な
ど
で
の
活
躍
が
増
え
て
い

る
の
は
事
実
、
大
変
喜
ば
し

い
事
だ
。
更
に
増
え
て
く
れ

れ
ば
と
願
う
。

新
農
業
委
員
会
制
度

立
ち
上
が
っ
て
１
年
た
つ
、

町
長
は
ど
う
見
て
い
る
か
。

町
長　
地
区
の
小
さ
な
土
地

利
用
な
ど
も
相
談
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

一
般
会
計

（
全
員
賛
成
）

福
祉
バ
ス
の
利
用
拡
大

�

関　
　
幸
悦 

委
員

利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
。
停
留
所
を
変

更
し
て
も
不
便
だ
と
い
う
声

が
あ
る
。
検
討
す
べ
き
と
思

う
が
。

町
長　
危
険
な
問
題
な
ど
も

あ
る
の
で
い
ろ
ん
な
点
を
考

慮
し
た
う
え
で
考
え
て
い
き

た
い
。　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

�

大
山　
二
郎 

委
員

利
用
率
が
69
・
８
％
。

も
っ
と
使
い
勝
手

の
い
い
も
の
に
す
べ
き
で
は
。

町
長　
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

�

村
形　
昌
一 

委
員

使
用
料
に
対
し
、
テ
レ

ビ
の
受
信
料
支
出

が
多
い
が
精
査
す
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
課
長　
フ
ル
稼
働

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
し
利
用
実
態
を
吟
味
し

経
費
節
減
に
あ
た
っ
て
い
き

た
い
。

虹
の
プ
ラ
ザ
が
で
き
て
１
年

に
な
る
が
。

町
長　
多
く
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。

国
・
県
交
付
金

�

岡
﨑　
英
和 

委
員

環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
、
町

の
対
象
者
が
耕
作
す
る
田
ん

ぼ
の
う
ち
、
地
番
が
町
外
の

分
に
は
、
国
と
県
か
ら
の
３

０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル
が
対

象
外
と
な
っ
た
。
来
年
度
以

降
は
昨
年
ま
で
同
様
、
交
付

に
な
る
よ
う
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

町
長　
議
員
の
言
う
通
り
、

近
隣
市
町
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

定例会
９／４〜９／13

第
３
回
決算特別委員会

決算特別委員会委員長　小玉　勇
　決算特別委員会とは予算が適正に使
われたかを審査するための委員会で
す。
　審査の結果、平成29年度決算は認定
すべきものと決定し、議長に報告しま
した。

特
別
会
計

（
全
員
賛
成
）

国
保
税
の
減
額
を

�

遠
藤　

宏
司 

委
員

国
保
税
額
が
一
世
帯

当
た
り
県
下
で
一

番
高
い
額
だ
が
町
長
は
知
っ

て
い
た
か
。

町
長　
世
帯
当
た
り
の
額
に

つ
い
て
は
今
教
え
て
も
ら
っ

た
。

１
億
円
を
超
え
る
基
金
額
に

な
る
が
一
世
帯
当
た
り
１
万

円
の
減
税
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長　
過
去
に
３
年
間
で
１

億
６
０
０
０
万
円
の
基
金
取

り
崩
し
が
あ
り
、
１
億
円
の

基
金
が
十
分
と
は
言
え
な
い

が
状
況
を
踏
ま
え
て
国
保
税

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
く
。

高
血
圧
の
改
善
を

�

村
形　
昌
一 

委
員

県
下
で
最
下
位
の

デ
ー
タ
に
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
高
血
圧
症

が
多
い
の
は
事
実
だ
。
高
血

圧
が
原
因
の
疾
病
率
が
多
い

の
も
町
の
特
徴
で
あ
る
。
軽

度
の
段
階
で
医
師
等
の
診
断

を
受
け
て
治
療
に
あ
た
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
も
指
導
し
て
い
く
。

決
算
特
別
委
員
会
総
括
審
査

町
の
将
来
を
憂
う
決
算
議
会

�
改
革
は「
総
括・検
証
」か
ら

福祉バスとタクシー券

テレビ、使ってますか？

大石田から世界へ！（水泳でメダルを獲得し表敬訪問）

早めに健診、こまめに検診
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一
般
会
計
補
正
予
算

【
全
員
賛
成
】

町
の
財
政
指
数

�

村
形　
昌
一 

議
員

昨
年
に
比
べ
大
分
改

善
し
て
い
る
が
、
虹

の
プ
ラ
ザ
関
連
に
よ
り
こ
の

先
悪
く
な
る
と
思
う
が
。

町
長　
虹
の
プ
ラ
ザ
に
大
き

な
支
出
を
し
た
が
、
健
全
に

財
政
運
営
し
て
い
く
。

�

大
山　
二
郎 
議
員

虹
の
プ
ラ
ザ
冷
房
設

備
の
室
外
機
に
関

連
し
、
約
１
１
０
０
万
円
の

補
正
が
あ
る
。
な
ぜ
設
計
段

階
で
予
想
で
き
な
い
の
か
。

計
画
が
杜ず

さ
ん撰
す
ぎ
る
の
で
は
。

町
長　
設
計
に
は
十
分
注
意

し
話
を
聞
き
進
め
て
き
た
。

そ
れ
で
も
不

備
な
点
が
出

て
き
た
点
は

お
詫
び
し
た

い
。

太
陽
光
発
電

�

村
形　
昌
一 

議
員

町
長
は
こ
れ
ま
で
こ

の
事
業
の
実
現
可

能
性
を
低
く
話
し
て
い
た
が

現
在
は
ど
う
思
う
の
か
。

町
長　
町
の
質
問
に
対
し
て

会
社
側
か
ら
の
返
事
が
な
い
。

回
答
が
あ
っ
た
時
点
で
判
断

し
た
い
。（
10
月
６
日
の
山

形
新
聞
に
回
答
内
容
記
載
）

�

小
玉　
　
勇 

議
員

鳥
海
山
の
採
石
問
題

で
、
町
の
意
見
書
が

な
い
と
の
理
由
で
認
可
し
な

か
っ
た
山
形
県
の
判
断
は
敗

訴
と
な
っ
て
い
る
。
太
陽
光

発
電
に
関
し
て
も
同
様
に
な

り
う
る
が
ど
う
思
う
か
。

町
長　
ま
だ
県
か
ら
報
告
を

受
け
て
い
な
い
。
今
後
ど
う

す
る
の
か
を
話
し

合
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

�

遠
藤　
宏
司 

議
員

何
の
た
め
に
環
境
影

響
評
価
審
議
会
を

設
置
す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
業

者
が
提
出
す
る
環
境
配
慮
書

を
一
か
月
間
縦
覧
し
、
知
事

か
ら
町
長
に
意
見
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
内
容
を
検
討
し
、

町
の
意
見
を
ま
と
め
る
必
要

が
あ
る
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
３
４
７

�

芳
賀　
　
清 

議
員

加
美
町
か
ら
あ
っ
た
ま

り
ラ
ン
ド
ま
で
の
計

画
だ
っ
た
が
尾
花
沢
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ば
、

ぺ
そ
ら
漬
を
用
意
し
て
い
た
。

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

昨
年
の
ツ
ー
ル
・

ド
・
そ
ば
街
道
の
実
態
を
見

た
警
察
署
が
大
石
田
町
ま
で

の
許
可
を
与
え
な
か
っ
た
。

今
後
、
加
美
町
長
や
尾
花
沢

市
長
と
話
し
合
っ
て
い
き
た

い
。

温
泉
入
浴
券

�

小
玉　
　
勇 

議
員

１
０
０
枚
券
３
万
２

０
０
０
円
よ
り
も

得
な
13
枚
４
０
０
０
円
券
に

つ
い
て
苦
情
を
聞
く
。
常
連

客
は
不
満
で
あ
る
。

副
町
長
（
社
長
）　
13
枚
券

の
販
売
を
年
数
回
や
っ
て
い

る
。
確
か
に
１
０
０
枚
券
よ

り
も
割
安
に
な
っ
て
い
る
。

直
接
話
も
聞
い
て
い
る
の
で

ど
う
す
べ
き
か
を
検
討
し
て

い
く
。

消
防
指
令
車

�

岡
崎　
英
和 

議
員

鷹
巣
地
区
出
身
の
方
か

ら
消
防
用
の
指
令
車

の
寄
付
が
あ
っ
た
。
ど
ん
な

お
礼
を
し
た
の
か
。

町
長　
セ
レ
モ
ニ
ー
等
は
し

て
い
な
い
が
、
直
接
会
社
に

伺
い
お
礼
を
し
た
。

�

芳
賀　
　
清 

議
員

赤
い
車
な
わ
け
だ
が
、

誰
が
ど
ん
な
時
に

使
用
す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
車

は
消
防
署
に
で
は
な
く
役
場

に
配
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
の
消
防
担
当
職
員
が
使

用
す
る
こ
と
に
な
る
。

流
雪
溝
の
新
設

�

関　
　
幸
悦 

議
員

水
利
使
用
許
可
申
請

に
５
０
０
万
円
ほ

ど
補
正
予
算
が
あ
る
こ
と
は

流
雪
溝
整
備
に
一
歩
近
づ
い

た
と
思
う
が
。

町
長　
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で

漕
ぎ
つ
け
た
と
い
う
思
い
だ
。

実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
。

�

大
山　
二
郎 

議
員

新
町
・
今
宿
地
区
は
朧

気
川
、
小
菅
地
区
は

伊
蔵
堰
か
ら
取
水
す
る
計
画

に
な
っ
て
い
た
は
ず
。
な
ぜ

前
も
っ
て
変
更
の
理
由
を
説

明
し
な
い
の
か
。

町
長　
ど
ち
ら
も
水
量
が
不

足
す
る
の
で
国
の
関
係
機
関

か
ら
最
上
川
か
ら
取
水
す
べ

き
と
の
提
案
が
あ
り
変
更
と

な
っ
た
。

�

遠
藤　
宏
司 

議
員

国
に
対
し
流
雪
溝
の

整
備
を
強
く
訴
え

る
べ
き
。
出
先
の
役
人
を
頼

ら
ず
国
会
議
員
に
働
き
か
け

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

町
長　
町
は
弱
い
立
場
で
あ

る
が
十
分
参
考
に
し
た
い
。

大
石
田
地
区
担
当
の
人
権
擁
護
委
員
に

遠
藤
和
子
さ
ん
（
曙
町
）
を
推
薦
す
る

こ
と
に
全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
33
年

12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

　

鈴
木
善
巧
さ
ん
（
鷹
巣
）
を
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
全

員
が
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30

年
10
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間

教育委員会委員の
任命に同意

人権擁護委員の
推薦に賛成

定例会
９／４〜９／13

第
３
回
補正予算・条例等 どうなっ た⁉太陽光発電

やっぱり頼みの綱は最上川からか。（揚水機場）

県の環境アセスと縦覧された資料
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「奥の細道サミット」の
� 開催の成果は

一 般 質 問 　 町の考えを問う 　

交流人口拡大に期待している

遠藤　宏司 議員

町 長

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
る
町
へ

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
芭
蕉

が
訪
町
し
た
３
２
９
年
前
の

町
の
歴
史
や
文
化
を
見
直
し
、

知
名
度
ア
ッ
プ
に
活
用
し
、

交
流
人
口
拡
大
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
が
。

町
長　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
成

果
は
、
一
朝
一
夕
で
現
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
度

の
開
催
を
機
に
、
松
尾
芭
蕉

に
関
わ
る
顕
彰
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
は

じ
め
交
流
人
口
の
拡
大
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

町
民
一
人
当
た
り
の
確
定
し

た
国
保
税
額
は
、
県
内
の
市

町
村
の
中
で
何
番
目
か
。

町
長  

県
の
速
報
値
で
は
、

一
人
当
た
り
の
国
保
税
額
は

13
万
１
６
６
３
円
で
、
上
か

ら
２
番
目
に
高
額
だ
。

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

は
県
内
で
一
番
高
い
ま
ま
か
。

町
長　
平
成
29
年
５
月
の
時

点
で
、
小
学
校
は
１
番
目
、

中
学
校
は
３
番
目
だ
。

尾
花
沢
市
で
は
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
や
学
校
給
食
費
の

助
成
な
ど
、
子
育
て
支
援
が

大
き
く
前
進
し
た
。
わ
が
町

も
、
町
民
負
担
軽
減
対
策
を

思
い
切
っ
て
前
進
さ
せ
る
べ

き
時
期
と
思
う
が
。

町
長  

隣
接
の
自
治
体
が

行
っ
て
い
る
軽
減
対
策
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
事
情

や
背
景
が
あ
る
た
め
に
、
そ

の
瞬
間
だ
け
で
比
較
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

当
町
の
学
校
給
食
事
業
は
、

セ
ン
タ
ー
方
式
の
完
全
給
食

を
30
年
も
前
か
ら
実
施
し
て

き
た
。
給
食
費
の
保
護
者
負

担
は
従
来
ど
お
り
と
考
え
て

い
る
。

奥
の
細
道
サ
ミ
ッ
ト

国
保
税
額

保
護
者
負
担
の
軽
減

一般質問とは…
　議員が町の行財政全般にわたり、方針
や執行状況、所信などを質すことをいい
ます。議員１人あたりの持ち時間は１時
間です。今定例会では５議員が一般質問
を行いました。

５議員が一般質問

う町 の 考 え を 問

小玉　　勇  議員

◆自然災害に万全の準備をすべき

◆町指定文化財の所在は確かめてあるか

15ページ

岡﨑　英和  議員

◆地域振興公社の中長期的な構想は

◆各種体育施設、今後のビジョンは

16ページ

遠藤　宏司  議員

◆「奥の細道サミットin大石田」開催の
成果は何か

◆急激な人口減少の時代、施策について
町長の考えは

13ページ

村形　昌一  議員

◆新消防分署と駅東の一体整備を
◆学校の猛暑対策はどうなっているのか
◆あったまりランドの経営図を
� どう描いたのか

17ページ

大山　二郎  議員

◆障がい者雇用について

◆幼児教育無償化の対応は

14ページ

観光ボランティアガイドによる名勝案内
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国
の
方
針
で
来
年
10
月
か
ら

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
、
保
育

費
が
無
償
に
な
る
が
、
町
の

対
応
は
。

町
長　
国
か
ら
は
制
度
の
内

容
や
具
体
的
な
進
め
方
な
ど

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
対

応
の
し
よ
う
が
な
い
。

一
年
後
の
話
。
新
聞
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

慌
て
な
い
よ
う
早
め
の
検
討

を
す
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長　
保
護
者
負

担
が
町
の
財
源
と
な
る
が
、

無
償
化
で
国
が
ど
う
補
填
す

る
の
か
が
大
き
な
問
題
。
国

の
責
任
に
お
い
て
負
担
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
事
が
大

事
だ
と
思
う
。

保
護
者
負
担
４
４
０
０
万
円

程
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
が

問
題
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

町
長　
今
の
と
こ
ろ
し
て
い

な
い
。
政
府
の
見
解
が
来
た

ら
考
え
て
い
く
。

現
段
階
で
公
立
保
育
園
は
、

自
治
体
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

民
営
化
す
る
考
え
は
。

町
長　
公
立
と
民
間
保
育
園

が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、

よ
り
質
の
高
い
保
育
が
実
践

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

そ
の
考
え
は
な
い
。

い
つ
か
ら
公
立
保
育
園
を
存

続
す
る
と
考
え
た
の
か
。

町
長　
わ
か
ら
な
い
。

私
の
試
算
（
※
表
）
で
は
、

民
営
化
し
た
場
合
、
１
億
３

０
０
万
円
の
負
担
減
と
な
る

が
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

町
長　
考
え
た
事
の
な
い
数

字
な
の
で
、
ど
う
答
え
れ
ば

い
い
の
か
考
え
ら
れ
な
い
。

前
町
長
ま
で
は
、
民
営
化
し

た
方
が
町
の
負
担
は
少
な
く

な
る
と
い
う
流
れ
で
き
た
。

毎
年
１
億
円
以
上
の
予
算
が

浮
き
、
町
民
が
望
む
別
の
事

業
に
使
え
る
。
こ
れ
で
も
考

え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

町
長　
数
字
的
に
は
そ
う
な

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ろ

ん
な
面
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
、
早
急
に
「
は

い
」
と
は
言
え
な
い
。
今
後
、

検
証
し
て
検
討
し
て
い
く
。

当
町
で
は
２
・
５
％
の
雇
用

率
を
達
成
し
て
い
る
か
。

町
長　
当
町
で
は
現
在
雇
用

率
が
３
・
53
％
と
な
っ
て
お

り
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に

求
め
て
い
る
２
・
５
％
を
上

回
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
新
規
採
用
は
あ
っ

た
か
。

総
務
課
長　
現
在
雇
用
し
て

い
る
職
員
の
中
に
障
が
い
者

に
な
っ
た
人
が
い
る
と
い
う

事
で
、
障
が
い
者
を
雇
用
し

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

今
後
、
雇
用
率
が
低
下
し
た

時
、
新
規
採
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
当
然
ク
リ
ア
す
べ
く

採
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

保
育
園
の
民
営
化
は

障
が
い
者
雇
用

一
般
質
問
　

 

町
の
考
え
を
問
う 　

幼
児
教
育
無
償
化
の

�

対
応
は

内
容
不
明
で
対
応
し
て
い
な
い

大
山　
二
郎 

議
員

町 

長

一 般 質 問 　 町の考えを問う 　

平年作は見込めるので安堵している
町 長

８
月
５
日
、
16
日
の
豪
雨
の

た
め
、
そ
ば
畑
は
か
な
り
の

被
害
を
受
け
た
。
特
に
転
作

と
し
て
蒔
い
た
田
は
沼
に
な

り
、
芽
が
出
ず
再
度
種
を
蒔

い
た
圃
場
も
多
い
。
種
子
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
Ｊ
Ａ
に
よ
る
と
、
来

迎
寺
在
来
種
は
そ
ば
店
に
提

供
す
る
た
め
十
分
に
在
庫
が

あ
り
流
用
で
き
る
と
の
事
で

あ
る
。

現
地
確
認
を
す
る
と
、
芽
が

出
て
い
な
い
田
畑
が
昨
年
と

比
べ
て
か
な
り
多
い
よ
う
だ
。

今
年
の
新
そ
ば
ま
つ
り
は
大

丈
夫
か
。

町
長　
新
そ
ば
ま
つ
り
用
に

は
特
定
の
生
産
者
に
早
期
、

適
地
に
播
種
を
お
願
い
し
て

い
る
。
今
年
の
収
穫
の
見
込

み
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
平
年
作
は
見
込
め
る

と
い
う
こ
と
で
安
堵
し
て
い

る
。　

最
悪
の
場
合
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　
今
後
の
天
候
に
も
左

右
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
事
態

に
合
わ
せ
適
宜
主
催
者
で
あ

る
「
そ
ば
の
里
推
進
協
議

会
」
に
諮
っ
て
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
く
。

国
指
定
文
化
財
１
４
７
件

（
う
ち
国
宝
２
件
、
重
要
文

化
財
１
４
５
件
）
の
所
在
が

不
明
で
あ
り
、
ま
た
都
道
府

県
指
定
文
化
財
も
１
５
１
件

不
明
で
あ
り
盗
難
も
多
い
と

い
う
。
町
の
文
化
財
は
大
丈

夫
か
。

教
育
長　
当
町
に
は
町
指
定

文
化
財
23
件
、
県
指
定
文
化

財
が
14
件
あ
る
。
国
の
指
定

文
化
財
は
な
い
。
現
在
、
盗

難
を
含
め
て
所
在
不
明
の
も

の
は
な
い
。

実
際
に
目
視
確
認
し
て
い
る

の
か
。

教
育
長　
個
人
所
有
で
も
あ

り
１
件
ず
つ
目
視
を
す
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
。
条
例
で

は
、
町
指
定
文
化
財
の
所
有

者
の
管
理
義
務
、
所
有
者
の

変
更
、
盗
難
等
の
場
合
は
教

育
委
員
会
に
届
出
す
る
義
務

が
あ
る
。
今
後
も
所
有
者
の

理
解
と
協
力
を
得
て
、
文
化

財
の
保
存
及
び
活
用
に
努
力

し
て
い
く
。

豪
雨
の
被
害
は

3保育園の保護者負担金 44,210,550円

大石田保育園運営費　保護者負担金込み 147,642,254円

民間保育園運営費　保護者負担金込み 210,889,060円

無料化になったときは町負担4分の1
　公立保護者負担金のみ4分の1の時増分 3,437,503円
　民間保育園増分は 7,615,135円
　公立1、民間２の時の町負担増分合計 11,052,638円

全て民間にしたときの町の負担減 ー103,116,555円
注１　現行制度による負担割　民間：国２分の1・県４分の１・町４分の１で運営
　　　　　　　　　　　　　　公立：自治体負担
注２　現報道は保護者負担はなくなるが、他は上記制度を適応
注３　29年度決算で計算

文
化
財
の
行
方

大山議員の試算によると…

なんとか刈り取りまでこぎつけました。

今年の新そばまつりは
� 大丈夫か

小玉　　勇 議員

えっ！ボクって国宝じゃなかったの？（涅槃像）

※私の試算表
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駅
東
開
発
は
ど
う
な
っ
た
。

町
長　
未
利
用
地
も
従
前
の

半
分
程
度
に
な
る
中
、
新
た

な
開
発
に
は
慎
重
に
な
る
。

尾
花
沢
市
と
連
携
し
た
施
策

の
展
開
は
ど
う
す
る
。

町
長　
市
長
が
交
代
し
た
が

今
後
も
友
好
関
係
を
築
き
、

関
連
す
る
施
策
を
進
め
た
い
。

旧
尾
花
沢
鉄
道
路
線
跡
の
舗

装
な
ど
要
望
が
あ
る
が
。

町
長　
加
藤
前
市
長
・
菅
根

新
市
長
と
の
３
人
で
話
題
に

な
っ
た
。

私
と
栄
町
区
長
か
ら
も
要
望

書
が
出
さ
れ
た
は
ず
だ
が
。

町
長　
今
後
正
式
に
話
を
し

て
み
た
い
。

エ
ア
コ
ン
の
状
況
は
。

教
育
長　
中
学
校
に

は
９
台
設
置
し
て
い

る
が
、
小
学
校
の
教

室
に
は
な
い
。
小
学

校
か
ら
冷
房
設
備
の

設
置
に
つ
い
て
要
望

は
あ
る
。

県
知
事
が
エ
ア
コ
ン
整
備
に

対
し
て
支
援
す
る
考
え
を
示

し
た
が
。

教
育
長　
調
整
や
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

県
内
で
当
町
の
設
置
率
は
上

位
だ
。
子
育
て
世
代
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
い
の
で
は
な

い
か
。

町
長　
要
望
活
動
の
中
で
偶

然
で
き
た
が
良
か
っ
た
。

運
動
会
や
町
一
周
駅
伝
の
日

程
を
変
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　
校
長
先
生
方
と
相

談
の
う
え
検
討
し
て
い
く
。

業
務
改
善
を
委
託
し
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
ど
う
経
営
図

を
描
い
た
の
か
。

町
長　
宿
泊
施
設
は
ネ
ッ
ト

予
約
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
。

ま
た
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
評

価
が
最
低
ラ
ン
ク
な
の
で
修

正
・
改
善
が
必
要
と
指
摘
さ

れ
た
。
経
費
削
減
は
、
年
間

数
量
と
単
価
の
リ
ス
ト
を
作

成
し
改
善
し
て
い
る
。
人
件

費
削
減
は
シ
フ
ト
構
成
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
接
遇
の
改
善
や
意
識
改
革

に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け
た
。

公
共
温
泉
施
設
が
不
調
と
の

事
だ
が
。

副
町
長　
ど
こ
も
老
朽
化
対

策
と
客
の
取
り
合
い
と
な
っ

て
い
る
。

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
を
応
援

し
て
意
見
す
る
色
々
な
声
が

あ
る
。

副
町
長　
耳
を
傾
け
て
行
き

た
い
。

町
の
宝
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　
同
感
で
あ
り
、
今
後

も
大
事
に
し
て
い
く
。

日
帰
り
温
泉
施
設
の
需
要
そ

の
も
の
が
減
少
し
て
い
る
の

で
は
。

副
町
長　
村
山
地
域
の
み
な

ら
ず
、
近
隣
の
同
様
施
設
は

す
べ
て
利
用
者
が
前
年
比
較

で
減
っ
て
い
る
現
状
だ
。

今
後
も
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
く
と
考
え
る
が
対
策
は
。

町
長　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
依
頼
し
幅
広
く
指
導
を

頂
い
て
い
る
。
指
摘
事
項
は

速
や
か
に
改
善
し
て
行
く
。

中
長
期
の
構
想
を
持
っ
た
施

設
運
営
が
必
要
な
の
で
は
。

町
長　
利
用
客
数
は
様
々
な

事
情
に
よ
り
年
ご
と
に
変
化

す
る
が
、
指
標
を
持
ち
改
善

成
果
を
検
証
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も

必
要
と
考
え
る
が
。

副
町
長　
河
北
町
の
ひ
な
の

湯
や
天
童
ホ
テ
ル
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
社
員
教
育
は
実

施
し
て
い
る
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検

索
し
に
く
い
。
も
う
少
し
協

力
で
き
る
の
で
は
。

町
長　
わ
か
り
や
す
く
Ｐ
Ｒ

で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
。

プ
ー
ル
や
ス
キ
ー
場
の
廃
止

等
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
環
境

は
減
る
一
方
。
今
後
整
備
す

る
計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長　
人
口
減
少
や
財
政
面

か
ら
判
断
し
考
え
て
い
な
い
。

町
民
体
育
館
ぐ
ら
い
は
作
れ

な
い
か
。

町
長　
今
の
と
こ
ろ
は
無
理

だ
。
今
後
町
民
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
考
え
る
。

建
設
し
た
体
育
館
の
管
理
を

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

委
託
し
運
営
活
用
す
る
方
法

等
も
想
定
で
き
る
が
。

町
長　
仮
に
、
建
て
る
こ
と

に
な
れ
ば
教
育
委
員
会
等
と

相
談
し
て
考
え
る
。

廃
止
し
た
里
山
ス
キ
ー
場
、

残
さ
れ
た
リ
フ
ト
用
支
柱
の

撤
去
が
必
要
な
の
で
は
。

町
長　
高
額
な
予
算
が
必
要

な
事
案
だ
が
、
今
後
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

客
数
回
復
の
手
立
て
を

体
育
施
設
の
整
備
を

一
般
質
問
　

 

町
の
考
え
を
問
う 　

厳
し
い
環
境
だ
が
改
善
し
て
行
く

町 

長

こだなまんまにしておがんねべ？（里山スキー場跡）

一 般 質 問 　 町の考えを問う 　

友好関係を築き関連施策を進めたい
町 長

新
消
防
分
署
建
設

学
校
の
猛
暑
対
策

絶景の展望風呂あるよ！来てけらっしゃ〜い。

身も心もあったまる温泉へ

地
域
振
興
公
社
、

�

経
営
展
望
は

岡
﨑　
英
和 

議
員

尾花沢市と連携した
� 施策の展開は

村形　昌一 議員

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

勉
強
し
や
す
い
ね

そ
う
だ
ね
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あれはどうなった？追跡！

◇�大石田町福祉会館等
解体工事請負契約の
締結について

核兵器禁止条約へ日本政府の署名と批准を求める請願
◆請 願 者　原水爆禁止北村山地区実行委員会
　　　　　　議長　須藤　和幸
◆紹介議員　関　　幸悦
◆請願要旨　�核兵器のない世界を望む国内外の世

論に応え、唯一の被爆国として、日
本政府が核兵器禁止条約に署名と批
准することを求め意見書を提出して
ください。

可
決

採
択

臨時会
８／10

第
３
回

４
月
12
日
（
水
）
の
川
前
公

民
館
で
の
対
話
集
会
に
お
い
て

出
席
者
と
の
意
見
交
換
が
あ
り
、

亀
井
田
橋
が
昨
年
11
月
に
見
事

に
竣
工
し
た
が
、
色
々
と
不
便

な
箇
所
が
出
て
き
て
お
り
、
次

の
よ
う
に
改
善
し
て
欲
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

一
、
亀
井
田
橋
の
両
端
に
街
路

灯
が
あ
る
が
、
中
央
部
に
照

明
が
な
い
た
め
夜
間
通
行
が

不
安
で
あ
る
。

二
、
橋
に
歩
道
が
出
来
た
が
、

冬
期
間
除
雪
さ
れ
な
い
た
め

車
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
危

険
で
あ
る
。

三
、
橋
の
取
り
付
け
道
路
が
従

来
よ
り
高
く
な
り
、
西
側
に

側
溝
が
な
い
た
め
雨
水
が
民

地
の
方
へ
流
れ
溜
り
、
冬
は

凍
結
し
危
険
で
あ
る
。

県
道
大
石
田
畑
線
は
、
川
前

と
豊
田
地
区
を
結
ぶ
重
要
な
生

活
道
路
で
あ
る
が
、
最
上
と
庄

内
方
面
か
ら
連
日
そ
ば
街
道
や

だ
ん
ご
を
楽
し
み
に
往
来
す
る

車
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
冬

期
間
の
交
通
安
全
と
周
辺
整
備

が
指
摘
さ
れ
た
。

議
会
と
し
て
は
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
判
断
、
議
会
全
員

協
議
会
で
善
後
策
を
協
議
し
て

き
た
。

６
月
の
議
会
で
は
、
川
前

地
区
の
区
長
を
通
じ
、
地
区

役
員
と
町
建
設
課
、
県
の
担

当
職
員
と
で
現
地
調
査
を

実
施
、
問
題
箇
所
の
確
認
と

改
善
策
に
つ
い
て
協
議
し

県
に
対
し
要
望
を
行
な
っ

た
。県

か
ら
は
、
現
在
、
旧
亀

井
田
橋
の
解
体
工
事
が
進

行
中
の
た
め
、
付
帯
工
事
の

中
で
改
善
し
て
い
く
旨
の

回
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

町
建
設
課
と
県
当
局
と
の

協
議
の
中
で
、
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
即
刻
対
応
し
て

い
た
だ
き
、
西
側
側
溝
に
つ

い
て
は
新
規
に
側
溝
工
事

を
し
、
雨
水
問
題
は
解
消
さ

れ
、
地
区
民
、
関
係
者
も
安

堵
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
二
点
に
つ
い

て
は
、
改
善
の
方
向
で
検
討

中
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
日
は
ど

ん
ど
ん
短
く
な
り
や
が
て

降
雪
期
は
や
っ
て
く
る
。
一

刻
も
早
い
対
応
を
期
待
し

た
い
。
追
跡
は
続
く
。

�

（
記　

芳
賀
）

議会を　　　しませんか傍聴
◇次回の定例会は

　12月4日（火）〜10日（月）の予定です。
　 お気軽においでください。（議場は役場３階です）

大石田町議会事務局
電話 35-2111（内線312）FAX 35-2118お問い合わせ先

表
紙
の
写
真

　

穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
、

ふ
た
ば
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
、
桂
桜
公
園
に
遊
び
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
思
い
思
い
に
公
園

の
遊
具
に
駆
け
寄
り
、
仲
良

く
遊
ん
で
い
ま
し
た
よ
。

バ
ッ
タ
や
カ
エ
ル
を
捕
ま
え

て
見
せ
て
く
れ
た
子
も
い
ま

し
た
。

　

虹
の
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
よ

り
、
以
前
よ
り
も
半
分
の
広

さ
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て

役
場
や
プ
ラ
ザ
、
図
書
館
を

ご
利
用
の
際
は
ち
ょ
っ
と

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
遊
び

に
来
て
ね
。（
駐
車
場
、
東

屋
、
水
飲
み
場
完
備
）

種子法廃止に伴う万全の対策を求める請願
◆請 願 者　農民運動山形県連合会　会長　小林　茂樹
　　　　　　最 北 地 方 農 民 連　会長　二戸　　正
◆紹介議員　遠藤　宏司
◆請願要旨　�種子法の廃止により、試験場等の取組みが

後退しないよう予算措置の確保等を行い、
地域の共有財産である「種子」を民間に委
ねることのないよう対策を講じることを求
める意見書を提出してください。

可
決

採
択

一級河川野尻川堤防（鷹巣地内）の嵩上げ等に関する請願
◆請 願 者　鷹巣区長　星川　一義
◆紹介議員　星川　　久
◆請願要旨　�近年の異常気象による大雨等により野

尻川堤防の越水・決壊を防ぐため堤防の
嵩
か さ

上げ、川底の浚
しゅんせつ

渫工事を速やかに着工
してもらうよう意見書を提出してくだ
さい。

可
決

採
択

亀井田橋の不備を指摘
議会報告会にて

早急な対応により雨水問題は解消

可
決

採
択
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ど
う
し
て
大
工
さ
ん
に
。

父
が
大
工
で
、
ひ
と
り
で
に
後
を
継
ぐ
も
の

と
思
っ
て
い
た
。

仕
事
で
の
思
い
出
は

感
謝
さ
れ
る
の
は
や
は
り
嬉
し
い
。
仲
間
と

旅
行
に
行
っ
た
の
も
い
い
思
い
出
だ
。

建
築
業
界
の
問
題
点
は

徒
弟
制
度
が
な
く
な
り
引
き
抜
き
も
多
く

な
っ
た
。

若
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

何
事
に
も
一
生
懸
命
に
汗
を
か
く
事
。
そ
し

て
健
康
第
一
。

お
子
さ
ん
も
職
人
の
道
を
歩
ま
れ
た
と
か

息
子
二
人
は
大
工
と
、
タ
イ
ル
職
人
に
基
礎

工
事
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

職人の町の
匠名

　第２回目　
� 井手地区（古楯）　森

もり

　　　敏
とし

　夫
お

 さん

•職業：大工（技能者表彰受賞多数）
•�家族構成
　敏夫　文子　孝則　和美
　朱

シ ュ ナ

那　飛
ヒ ュ ウ ガ

我の６人家族
森建築　大字大石田甲543-3
　　　　TEL 35-2084

私
が
小
学
生
の
時
だ
か
ら
、
お
よ

そ
40
年
位
前
の
頃
だ
ろ
う
か
、
大
石

田
ま
つ
り
の
花
火
大
会
が
雨
で
順
延

に
な
っ
た
の
は
…
…
。

当
時
は
子
供
心
に
祭
り
が
二
日
に

な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
る

が
、
今
年
は
警
報
発
令
の
中
の
苦
渋

の
順
延
。
人
出
も
売
り
上
げ
も
大
き

く
落
ち
た
夏
と
な
っ
た
。

決
算
議
会
が
終
わ
り
実
り
の
秋
。

猛
暑
と
雨
不
足
に
川
の
渇
水
。そ
し

て
、大
雨
と
台
風
を
経
て
の
収
穫
が
、

せ
め
て
順
調
な
る
事
を
祈
り
た
い
。

今
号
は
何
十
年
ぶ
り
と
の
災
害
記

事
に
、
順
延
な
ら
ま
だ
し
も
、
安
易

な
先
送
り
が
な
い
よ
う
に
、
行
政
を

徹
底
チ
ェ
ッ
ク
し
た
紙
面
構
成
の
議

会
だ
よ
り
と
し
て
み
た
。
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員
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勇
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員　
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司
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清

編
集
後
記

大工仲間と一緒に

「職人の町・大石田」は永年築きあ
げたブランド。このページではその
職人さんを紹介していきます。

議
員
か
ら
ひ
と
言

職
人
気
質
で
、
じ
っ
く

り
と
話
し
て
く
れ
た
森
さ

ん
。
曲
が
っ
た
事
は
嫌
い

だ
と
い
う
信
念
が
あ
ふ
れ

出
て
い
た
。
そ
の
愚
直
な

生
き
様
は
町
に
と
っ
て
も

掛
け
替
え
の
な
い
も
の
と

感
じ
た
。

�

（
記　

村
形
）

町
へ
の
要
望
は

せ
っ
か
く
寄
付
し
て
も

ら
っ
た
駅
前
の
土
地
を
有

効
活
用
し
な
け
れ
ば
篤
志

家
に
申
し
訳
な
い
と
思
う
。

町
や
議
会
に
対
し
て

応
援
し
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
政
治
を
や
っ
て
ほ

し
い
。


